
（様式－１ 表紙） 

 

  １ 調査名称：室蘭都市圏総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：北海道 

 

 

 ３ 調査圏域：室蘭都市圏 

  （室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町の３市３町） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２８年～平成３０年 

 

 

 ５ 調査概要： 

室蘭都市圏においては、平成１１～１４年度に総合都市交通体系調査を実施し、

都市交通マスタープランを策定しているが、近年においては市町村合併や少子高

齢化、郊外型大型商業施設の進出など、都市交通を取り巻く地域や社会経済情勢

が大きく変化している状況から、これらを踏まえた将来計画の立案、策定が必要

となっている。 

このような社会経済情勢の変化に対し、交通の主要因となる人の動きを把握す

るパーソントリップ調査を実施し、都市交通需要の動向を勘案し、新たな社会経

済情勢に対応した都市交通マスタープランを策定するものである。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：室蘭都市圏総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 調査の目的と概要 

１-１ 背景と目的 

１-２ パーソントリップ調査の概要 

１-３ マスタープラン策定に至るまでの全体構成 

１-４ マスタープラン策定における組織体制 

１-５ 平成 30 年度委員会の審議概要 

 

第２章 室蘭都市圏の地域特性 

２-１ 室蘭都市圏の地域概況 

２-２ 室蘭都市圏の人口 

２-３ 室蘭都市圏のトリップ特性 

 

第３章 将来交通需要予測 

３-１ 将来交通需要予測の手順 

３-２ 将来人口指標の設定 

３-３ 生成交通量の予測 

３-４ 発生集中交通量の予測 

３-５ 分布交通量の予測 

３-６ 分担交通量の予測 

３-７ 配分交通量の予測 

 

第４章 室蘭都市圏の現状と課題 

４-１ 室蘭都市圏の道路交通の課題 

４-２ 室蘭都市圏の公共交通の課題 

４-３ 室蘭都市圏のその他の課題 

４-４ 室蘭都市圏の課題抽出 

 

第５章 室蘭都市圏の将来像の設定 

５-１ 上位計画・関連計画による方向性 

５-２ 都市交通計画の理念と基本方針 

 



第６章 室蘭都市圏の拠点と交通軸の設定 

６-１ 室蘭都市圏の将来像（方針図） 

６-２ 拠点と交通軸の設定 

 

第７章 都市交通マスタープラン 

７-１ 都市交通マスタープランの施策の展開 

７-２ 道路に関する計画 

７-３ 公共交通に関する計画 

 

第８章 都市交通マスタープランの効果と実現に向けて 

８-１ 都市交通マスタープランの効果 

８-２ 計画の実現に向けて 

 

資料編 

－北海道総合都市交通体系調査協議会開催要領－ 

  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査の組織体制 

 

 

北海道総合都市交通体系調査協議会 

（座長：北海商科大学 教授 田村 亨） 

 

 

計画課題検討ワーキング 

（顧問：北海道大学大学院 工学研究院 准教授 岸 邦宏、内田 賢悦、 

室蘭工業大学大学院 工学研究科 准教授 有村 幹治） 

 

 

事務局 

（事務局長：北海道建設部まちづくり局 都市計画課長 縄田 健志） 

 

  



 ４ 委員会名簿等： 

 

・北海道総合都市交通体系調査協議会 

 

  



・計画課題検討ワーキング 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

室蘭都市圏においては、平成１１～１４年度に総合都市交通体系調査を実施し、

都市交通マスタープランを策定しているが、近年においては市町村合併や少子高

齢化、郊外型大型商業施設の進出など、都市交通を取り巻く地域や社会経済情勢

が大きく変化している状況から、これらを踏まえた将来計画の立案、策定が必要

となっている。 

このような社会経済情勢の変化に対し、交通の主要因となる人の動きを把握す

るパーソントリップ調査を実施し、都市交通需要の動向を勘案し、新たな社会経

済情勢に対応した都市交通マスタープランを策定することを目的とする。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 
 

図 １ 調査フロー図 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 

図 ２ 調査圏域図 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

４－１ 室蘭都市圏の都市交通を取り巻く現状と課題 

  ４－１－１ 道路交通の課題 

   （１） 主要道路への集中 

    室蘭都市圏のトリップ数は、人口推移に伴い減少傾向にあるが、都市圏内 

の流動は主要な幹線道路に集中し、一部区間では依然として慢性的な交通混 

雑が生じており、広域的な移動を支える円滑な道路環境の創出が必要であ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 年齢階層別代表交通手段別トリップ割合 

 

 

 

図 ３ 道路混雑度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   （２） 都市計画道路の整備状況 

     室蘭都市圏の都市計画道路の整備状況は、室蘭市を除く地域で全道平均

を下回っており、主要幹線道路の混雑緩和や生活利便性の高い道路交通を

確保する上でも、計画的な道路整備の進捗が求められる。 

 

図 ４ 都市計画道路の整備状況 

 

   （３） 事故発生状況 

     室蘭都市圏では、全道と比較して追突・正面衝突事故の割合がやや高く、

国道の事故の約 6 割、道道の事故の約 4 割が追突事故となっている。 

     登別温泉周辺や洞爺湖周辺の観光エリアでは、正面衝突が多く見られ、国

道 36 号、国道 37 号などの主要幹線、洞爺湖周辺や伊達市大滝区では、死

亡事故が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ 室蘭都市圏の国道・道道の事故累計 



   （４） 災害による道路網への影響 

     室蘭都市圏は津波・噴火の災害危険地域であり、それら災害発生時には

夜間人口の多い広い範囲への影響が懸念される。室蘭港周辺、登別市の沿

岸(海側から山側への避難)、壮瞥町一帯では面的な被害も想定される。 

 

図 ６ 災害による道路網への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ４－１－２ 公共交通の課題 

   （１） 公共交通の利用状況 

     人口減少に伴う交通事業者の経営難のなか、地域公共交通を維持・確保

するためには、ニーズに即した公共交通網の再構築が必要である。 

     時間帯別の発生トリップ数飛ばす便数を分析した結果、需要に見合った

バス便数の調整を要する可能性がある。 

     また、既存の交通手段を活用した路線の見直しや利用促進も求められる。 

 

図 ７ 移動しにくい要因 

 

図 ８ 時間帯別バストリップ数飛ばす便数 



   （２） 交通空白地域の現状 

     人口密度とバス停勢力圏(３００m：バスサービスハンドブックより)を分

析した結果相対としては７割を既存バス路線がカバーしている。 

     一方、高密度や広域的に人口が分布しているが空白地域となっている地

域もあり、政策的な判断が求められる。 

     特に豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町ではカバー率が 50％を下回っており、こ

れを補完する新たな公共交通を運行するなど、課題解決に向けた検討が進

められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９ 空白地域の状況 

 

 

 

 

 

 

 



   （３） 交通結節点機能の現状 

    ・乗り換え待ち時間 

     バスとＪＲ、バスとバスの乗り換え待ち時間について検証した結果、豊

浦町・洞爺湖町(水の駅)では 45 分前後の待ち時間が発生しており、待ち時

間の減少や待合空間の創出、運行情報の充実が求められる。 

     また、移動手段の選択や地域によって運賃のばらつきがあり、乗継利便

性向上と合わせて運賃施策についても検討する必要がある。 

 

 

表 １ 乗り換え待ち時間(総括) 

 

 

 

 

 

 



   ・登別駅周辺の乗り換え状況について 

    登別周辺ではＪＲ駅のほか、札幌や新千歳空港との高速バスや登別温泉・

室蘭・白老・苫小牧方面への郊外線など、多様な公共交通が運行している。 

    札幌・新千歳空港から登別温泉へアクセスするバスルートとしては、高速

はやぶさ号の一部運航便で、登別東ＩＣ前から登別温泉へアクセスするシャ

トルバスが運行している。しかし、高速バスで登別駅周辺の停留所で降車し、

登別駅や汐見坂から乗り継ぐことにより、登別温泉へアクセス可能となるが、

停留所への案内がわかりづらい状況にあるため、案内表示・情報発信の充実

を行うなど、交通結節機能の強化が求められている。 

    また、登別駅では利用者がピークとなる時期において、バス降車時の支払

いなどに時間を要し、バスの運行に遅延が生じる事への対応も求められてい

る。 

 

 

図 １０ 登別駅周辺のバス運行状況 

 

 

 



  （３）バリアフリー化に向けた構想 

     東室蘭駅、伊達紋別駅周辺ではバリアフリー基本構想に基づく整備・検 

討が進められているものの、圏域として観光客（外国人含む）への対応な 

ど、多様な属性に対応したユニバーサルデザイン的なアプローチは未整備 

となっている。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １１ 東室蘭駅周辺地区 交通バリアフリー基本構想 

図 １２ 伊達市バリアフリー基本構想 重点整備地区 



４－１－３ 観光課題 

   （１）観光客の移動に対するニーズ 

     近年観光入り込み客数は増加しており、北海道新幹線や新千歳空港から

の二次交通支援の必要性が高まっており、既存交通体系を活用しながら更

なる充実が必要となっている。 

     外国人観光客についてはレンタカーによる移動が急激に増加しており、

到着地まで円滑に移動できるよう、外国人観光客に向けた案内表示の多言

語対応について、統一的な表現が求められている。 

 

図 １３ 室蘭都市圏内の観光入り込み客数 

図 １４ 観光客の移動に係る不満 

 



（２）外国人観光客の移動実態＜夏期＞ 

   夏期は、広域的な移動が見受けられ、複数回乗り継ぎが発生する観光地（洞

爺湖町内）があることから、広域的な移動を円滑に行えるような公共交通支

援が必要と考えられる。 

図 １５ 観光客の周遊状況（外国人・夏期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）外国人観光客の移動実態＜冬期＞ 

   冬期における周遊状況とバス路線・ＪＲの実態をマッチングすると複数回

乗り継ぎが発生する観光地があり、移動実態に即した円滑な公共交通支援が

必要と考えられる。 

 

図 １６ 観光客の周遊状況（外国人・冬期） 

 

 

 

 

 

 

 



（４）室蘭港大型客船乗客に係る動向 

   室蘭港に寄港している大型客船の乗客のうち 8 割強がオプショナルツアー

により室蘭都市圏を周遊していた。 

   一方、希望する講堂ができたかという質問に対し、4 割強ができなかったと

回答しており、サービス提供のあり方に課題があると考えられる。 

 

図 １７ 寄港時の講堂種別      図 １８ 希望する行動ができたか 

 

図 １９ 寄港時の訪問（個人旅行） 

 

 

 

 

 

 

 



４－２ 室蘭都市圏の将来像 

 ４－２－１ 上位計画・関連計画の方向性から見える将来像 

  国、道、自治体における上位計画や関連計画より、「生活（交通）」、「観光」、 

「産業」、「防災」の視点からキーワードを抽出し、室蘭都市圏の目指すべき方 

向性について整理した。 

 

表 ２ 上位計画・関連計画における方向性 

 

４－２－２都市交通計画の理念と基本方針 

 （１）都市交通計画の理念 

    室蘭都市圏の課題や関連計画から見える将来像を踏まえ、「計画理念」 

を次のように設定した。 

 

 

 

 

 



（２）都市交通計画の基本方針 

     計画理念を達成するために、どのように取り組んでいくべきか、基本的

な考え方を「生活」「観光」「産業」「防災」の視点から、基本方針とし

て整理した。 

図 ２０ 都市交通計画の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４－３ 室蘭都市圏の拠点と交通軸の設定 

 ４－３－１ 室蘭都市圏の将来像 

  基本方針に従い施策を展開して行くにあたって、将来の都市圏における「地域 

拠点」やそれらをつなぐ「軸（ネットワーク）」を定め、それらを中心として施 

策展開を図っていく必要がある。 

 軸は以下の 3 つを設定した。 

 ◯広域幹線軸（高規格幹線道路） 

  ・室蘭都市圏と域外をネットワークする最も重要な道路軸 

  ・観光や防災など、多様な役割を担う広域で高速な交通環境を維持する 

 ◯広域幹線軸 

  ・室蘭都市圏と域外各方面とをネットワークする主要な交通軸 

  ・鉄路を含めて広域幹線軸と位置づけ、神流・物流を支える交通環境を形成

し、生活・観光・産業・防災の基軸として、円滑な交通体系を構築する 

 ◯地域間交通軸 

  ・都市圏内の各地域拠点をネットワークする主要な交通軸 

  ・広域幹線軸と連携し円滑な移動を創出し、安心・安全な道路交通環境を構

築する 

 

図 ２１ 全体方針図 

 

 



４－３－２ 拠点と交通軸の設定 

 室蘭都市圏の方針図を「生活」、「観光・産業」、「防災」に細分化し、それ 

ぞれの拠点と交通軸（ネットワーク）を設定し、交通ネットワーク構築における 

検討箇所を示す。 

 ・「生活」の拠点と交通軸の設定 

  商業拠点、行政・文化の拠点間との連携及び圏域外との連携を強化する軸と 

して広域連携交通軸を設定した。また広域連携軸を補助し、地域間や地域内の 

連携を強化する軸として、地域間幹線交通軸および地域内交通軸を設定した。 

・「観光・産業」の拠点と交通時の設定 

 商業拠点、観光の拠点、工業拠点間との連携および圏域外との連携を強化す 

る軸として広域観光交通軸を設定した。観光については、圏域内の周遊性や圏 

域外との連携を強化し、産業については室蘭港を中心に地域間や圏域外との物 

流を支える連携が必要となる。 

・「防災」の拠点と交通軸の設定 

 想定される災害時に円滑に避難行動をとれるよう避難計画に基づいた防災軸 

の設定、緊急輸送道路としての広域防災軸を設定した。 

図 ２２ 生活に関する方針図 

 

 

 



図 ２３ 観光・産業に関する方針図 

図 ２４ 防災に関する方針図 



４－４ 都市交通マスタープラン 

 ４－４－１ 都市交通マスタープランの施策の展開 

  室蘭都市圏の将来像の実現に向けた施策の展開を以下に示す。 

  （１）道路交通の施策展開 

 

 

 

 

 



  （２）公共交通（生活交通）の施策展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  （３）公共交通（観光交通）の施策展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４－５ 都市交通マスタープランの効果と実現に向けて 

 ４－５－１ 都市交通マスタープランの効果 

  都市交通マスタープランの実施により、室蘭都市圏の将来像の目標に対し、ど

の程度寄与するのかを判断するため、「現況」、「既事業のみの道路整備を実施

した将来（以下、将来）」、「都市交通マスタープランを実施した将来（以下、

ＭＰと標記）」を比較した。 

表 ３ 都市交通マスタープランの比較評価ケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ①交通分担率の変化 

 

  ②道路の混雑度の改善 

 



  ③旅行速度の向上 

 

  ④噴火による道路網寸断の改善 



⑤津波災害時の避難時間の短縮 

 

⑥シームレスな交通体系の実現 



４－６ 計画の実現に向けて 

 ４－６－１ 関連計画への反映 

  各市町や都市計画区域毎に作成する、総合計画や都市計画マスタープラン、立

地適正化計画、都市計画区域マスタープランなどへ、都市交通マスタープランを

積極的に反映されるよう取り組み、将来像の実現を推進する。 

 

 ４－６－２ 計画策定後のフォローアップ 

  目標とする将来像実現のためには、協議会を主体としたＰＤＣＡサイクルの構

築が必要となる。 

  ＰＤＣＡサイクルを推進していく中では、今後の社会情勢などを踏まえながら、

必要に応じたマスタープランの見直しや検討を行っていくことを念頭に置いてい

る。 

  さらには、より良い室蘭都市圏を実現するために、住民、行政機関、交通事業

者との連携により、継続的な取り組みを展開する。 

 

 ４－６－３ 推進体制 

  計画策定後のフォローアップは、交通に関する既存の協議会等と連携すること

で、より実現性の高い効果的な推進が可能となると考える。 

  以下に、連携が可能な協議会等を示す。 

  （１）道路交通関係 

    ・北海道総合都市交通体系調査協議会 

    →各都市圏における人々の交通行動の実態および将来の都市像を踏まえ、

望ましい都市交通体系を推進する方針（都市交通マスタープラン）を策定

するための調査、研究、およびこれに関する連絡、調整を行う協議会。 

 



    ・北海道幹線道路協議会 

    →北海道における道路整備の計画及び実施について総合的な調整、並びに

技術的課題の調査研究等を行い、北海道の道路整備の効果的な推進を行う

協議会。 

    ・北海道渋滞対策協議会 

    →北海道における道路交通渋滞の解消のため、その対策の検討調整を行い

実行計画の策定及び事業の効率的な推進を行う協議会。 

 

  （２）公共交通関係 

    ・北海道運輸交通審議会 

    →北海道における運輸交通に関する施策の総合的な促進を図る。 

 

  （３）民間との連携による取り組み 

     近年、公共交通事業者や、それら事業に関与する主体がマーケティング

の発想を持って、より良い公共交通を作るための取り組みが見られる。 

     都市交通マスタープランの実現に向けては、こういった民間を含めた推

進も重要な視点となる。 

     以下に、民間との連携事例を示す。 

    ・シームレス交通戦略会議 

     シームレス交通戦略会議では、鉄道やバスなど複数の交通手段を切れ目

なく利用できる環境づくりを行い、人口減少が進む中で地域交通を守るた

め利便性の向上を目指している。 

     会議は、ＪＲ北海道や十勝バスなどの交通事業者のほか、帯広商工会議

所や十勝観光連盟などの経済団体、道運輸局、北海道大学などで構成され

ている。 

    ・みちのりホールディングスのＭａａＳの展開 

     株式会社みちのりホールディングス、岩手県北自動車株式会社、株式会

社エムティーアイは、バスで利用可能なＭａａＳアプリを開発している。 

     アプリの提供を通じて、利用者の利便性を高め、インバウンド利用の促

進も目指している。 

    ・十勝圏二次交通活性化推進協議会 

     十勝管内のバス会社とタクシー会社の 13 社が十勝管内の二次交通の充

足と利便性の向上を目的に、関係行政・団体の支援を受け立ち上げた組織

である。 

     利用者目線で、十勝地域が「誰でも」、「いつでも」、「安心して簡単

に目的地へ行き着ける」ために、全ての交通モードがシームレスにつなが

ることを目指している。 


